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次に，3 または LPEI をそれぞれ水中で自己組織化した後に
テトラメトキシシランを作用させてシリカ化した (Figure 1)．そ
の結果，3 と LPEI いずれもファイバー状の自己組織体が見ら
れ (Figure 1A, B)，それらをシリカ化すると，3 の場合は形状が
転写されずに小さな球が多数集まったシリカが観察されたのに
対し (Figure 1C)，LPEI の場合は形状が転写されて真っ直ぐな
ファイバー状のシリカが多く観測された (Figure 1D)． 
Figure 1. SEM images of (A) 3, (B) LPEI200, (C) 3@silica, and (D) 
LPEI200@silica in H2O. 
 




バー状のシリカが多く観測された (Figure 2D)．一方，LPEI の
場合はシート状の自己組織体が見られ (Figure 2B)，シリカ化す
ると形状が転写されずにまっすぐなファイバー状のシリカが多
く観測された (Figure 2E)．また，ホモポリマー同士 (LPEI とフ
ォーカルポイントにヒドロキシル基を有する HBPA) を DMF 
中で混ぜて自己組織化すると，シート状の自己組織体が見られ 
(Figure 2C)，シリカ化すると形状が転写されずに大きな球状の
シリカが多く観察された (Figure 2F)．以上，3 の自己組織体を










Figure 2. SEM images of (A) 3, (B) LPEI200, (C) mixture of 
LPEI200 and HO-HBPA, (D) 3@silica, (E) LPEI200@silica, and 
(F) mixture of LPEI200 and HO-HBPA@silica in DMF. 
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が得られることも報告している 4)．そのため，HBPA と 
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まず臭化ベンジル部位を有する HBPA 1 (15 量体) を開始
剤として用いた 2-メチル-2-オキサゾリンの開環重合を仕込み
比 ([2-メチル-2-オキサゾリン]0/[1]0) 200 で行い，ブロック共重
合体 2 を得た (Scheme 1)．続いて，2 に 3 M 塩酸を作用させ
て，HBPA-b-LPEI 3 を得た． 
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